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新年のみ言葉  

     いつも主にあって喜びに満たされなさい。 
       もう一度言います。喜びなさい。 
          ピリピ書4章4節 

 

神は、実に、そのひとり子をお与えになったほどに、 
世を愛された。それは御子を信じる者が、ひとりとして
滅びることなく、永遠のいのちを持つためである。 
              ヨハネ3：16 
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 ＊皆様のお手荷物・貴重品等には十分ご注意下さい。 
  教会内での紛失や盗難等については一切責任を負いかねます。 
 
 

【ヘブル人への手紙13章】 
「」(ヘブル13：) 

   
 
  
 
 
 

   
 

   
 

  

【Ⅰヨハネの手紙5章】 
「世に勝つ者とはだれでしょう。 

イエスを神の御子と信じる者ではありませんか。」(5：5) 
 
イエスは人名で、ヘブル語の「イェシュア」(ヨシュア)意味は「主は救い」 がキリスト(救

い主ヘブル語のメシア)であると信じる者はだれでも、神によって生まれたのです。」そして
「 神によって生まれた者はみな、世に勝つからです。 」 そして「世に勝つ者とはイエスを神
の御子と信じる者 」だと言っています。では、世に負けると言うことはどの様な事でしょうか？
それは、19節「私たちは神からの者であり、世全体は悪い者の支配下にあることを知ってい

ます。」とありますが、この悪い者に染まってしまい、その習慣に慣れ、その価値観や考えに
何の疑問も持たない人です。 

   「このイエス・キリストは～水と血によって来られたのです。そして、あかしをする方は御
霊です。御霊は真理だからです。あかしするものが三つあります。御霊と水と血です。この三
つが一つとなるのです。」(5：6～8) イエス様はヨハネを通して水によるバプテスマをお受け

になられ、御霊が鳩の様に下ってきたと書かれてあります。そして御霊の導きによって神の
み心を行われ、最後は十字架で血を流されることによって罪を贖われました。そして今は御
霊の働きによってイエス・キリストを知ることが出来ます。「聖霊によるのでなければ、だれも、
「イエスは主です」と言うことはできません。」Ⅰコリント12：3 
  「そのあかしとは、神が私たちに永遠のいのちを与えられたということ、そしてこのいのちが

御子のうちにあるということです。」 イエス・キリストに出会い、罪を悔い改めた人は、この永
遠のいのちを持っているので、この世のものではありません。この世から聖別された者です。
この世の汚れに染まず、暗いところに光をもたらし、愛なきところに愛を与えることが出来、憎
しみを赦すことが出来ます。18節「神によって生まれた者はだれも罪を犯さないことを、私た

ちは知っています。神から生まれた方が彼を守っていてくださるので～」私達は地の塩、世の
光です。(マタイ5：13、14) 

「神を愛するとは、神の命令を守ることです。その命令は重荷とはなりません。」神の
命令とは、マルコ12：30、31にこの様に言っています。「心を尽くし、思いを尽くし、知性を尽く

し、力を尽くして、あなたの神である主を愛せよ。』 次にはこれです。『あなたの隣人をあなた
自身のように愛せよ。』この二つより大事な命令は、ほかにはありません。」 また新しい年に、
感謝と賛美に付け加えて“喜ぶ”事も導かれました。なぜならヨハネ16：33 「世にあっては患

難があります。しかし、勇敢でありなさい。わたしはすでに世に勝ったのです。」どんな問題が
許されても、その奥にある神様の深い愛のご計画を信じて、感謝し喜び、賛美する人生を神
様は私達に導かれています。マーリン師の素晴らしい信仰の遺産です。しっかり継いでいき
ましょう。そして祈りましょう。「何事でも神のみこころにかなう願いをするなら、神はその願い
を聞いてくださるということ、これこそ神に対する私たちの確信です。 私たちの願う事を神が
聞いてくださると知れば、神に願ったその事は、すでにかなえられたと知るのです。」 

  最後に「子どもたちよ。偶像を警戒しなさい。」と書かれてありますが、心の中に、神様に
とって代わる何かがあるなら、それが偶像となります。気をつけましょう。 

 

「だれでもわたしについて来たいと思うなら、自分を捨て、自分の十字架を負い、そし
てわたしについて来なさい。」マルコ8：34 
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